
市民意識調査の進め方 

 
今後、事業者及び市民に対して、生物多様性に関する取り組みの状況や意識を調査

するためのアンケート調査等を実施する予定にしている。 
 

１．事業者アンケート 
事業者アンケートの目的及び項目は以下のように予定している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．市民アンケート 
市民アンケートの目的及び項目等は以下のように予定している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜目的＞ 

福岡市内の事業者に対して、生物多様性に関する取り組みの状況を把握する。 
＜対象＞ 

福岡市内に事務所をおく事業所を対象とする。 
＜数量＞ 

100 事業所程度を予定 
＜アンケートの項目＞ 

○生物多様性に関する取り組み状況の有無 
○生物多様性と生態系サービスの関係に対する理解度 
○現在、事業者として実施している生物多様性に関する取り組みの内容 
○生物多様性に関する取り組みを実施することにより、得られるメリットとして想定

している内容 
○今後、事業者として取り組みたいもしくは取り組めると思われる内容 

＜目的＞ 

福岡市民の生物多様性に関する意識、取り組みの状況を把握する。 
＜対象＞ 

福岡市民（市が実施する「市政アンケート調査」を活用予定） 
＜数量＞ 

600 人程度を予定 
＜アンケートの項目＞ 

○生物多様性の認知度 
○生物多様性と生態系サービスの関係に対する理解度 
○生物多様性を保全等のために必要と考える取り組み 
○生物多様性の保全等のために大切な地域、環境 
○現在、自分で行っている生物多様性に関する取り組みの内容 
○今後、取り組みたいもしくは取り組めると思われる内容 
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３．市民団体ヒアリング 
 
市民団体へのヒアリングの目的及び項目等は以下のように予定している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜目的＞ 
平成 22 年度に行ったアンケート調査結果を基に，地域における生物多様性を保全する

上での課題等について、より詳細に把握する。 
＜対象＞ 

平成 22 年度にアンケート調査を実施した市民団体の中から選定。 
＜数量＞ 

3 団体程度を予定 
＜ヒアリングの項目＞ 

○各地域における生物多様性を保全する上での課題 
○各地域の望ましい将来像 
○各地域において、行政・市民等に取り組んでほしい内容 
○各地域において、行政と協働で生物多様性に関する事業を実施する場合に、自分た

ちの団体が協力できる内容 


